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アメリカ穀物バイオプロダクツ協会主催 

米国産飼料穀物サステナビリティ・カンファレンス 
 

開催日時： 2026年5月13日（水曜日）13:30 – 17:00 

（13:00 受付開始） 

開催場所： ANAインターコンチネンタルホテル東京 

地下1F 「ギャラクシー」 

東京都港区赤坂1丁目12-33 

Tel: 03-3505-1112 
 

プログラム 

 

開会挨拶（同時通訳） 

13:30－13:40 

クレッグ・エリオット氏 米国大使館農務部農務官 

（Craig Eriott, Agricultural Attache, U.S. Embassy, Tokyo） 

 
13:40 – 14:30 

1） 米国産穀物のサステナビリティの基礎（逐次通訳） 

カルロス・スアレス、アメリカ穀物バイオプロダクツ協会 グローバル・サステナビリティ

担当ディレクター 

（Carlos F. Suárez, Director of Global Sustainability, USGBC） 

 
14:30 – 15:00 

2） メディアが見る「米国産トウモロコシ生産のサステナビリティへの取り組み」（同時通訳） 

中野栄子氏、ジャーナリスト/元日経BP社記者 

 
15:00 – 15:20 

コーヒーブレーク 

 
15:20 – 15:50 

3） 米国でのソルガムとトウモロコシ農場での生産の管理（同時通訳） 

ベリティ・ウリバッリ 

アメリカ穀物バイオプロダクツ協会前会長 

（Verity Ulibarri, Past Chairwoman, USGBC） 

 
15:50 – 16:40 

4） サプライチェーンのサステナビリティに関するアメリカ穀物バイオプロダクツ協会のプログ

ラム（逐次通訳） 

カルロス・スアレス、アメリカ穀物バイオプロダクツ協会 グローバル・サステナビリティ

担当ディレクター 

（Carlos F. Suárez, Director of Global Sustainability, USGBC） 

 
16:40 – 17:00 

質疑応答（同時通訳） 


